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東大谷川改修護岸工事（掛川市大渕） 昭和初年

掛川市大渕（旧大須賀町）に
位置する延長約5.3kmの二級
河川である。小笠山を源に流れ
を発し、遠州灘に注いでいる。
水害を防ぐため、昭和時代に
河川の蛇行を是正する河川改
修工事等が行われた。

蛇かごを組んだり、土工の手による大変な工事だった。

昭和7年、東大谷川決壊 昭和16年、東大谷川の堰
東大谷川橋上流が切れ、堤防西側に決壊、
雨垂の橋が流失した。

このように近代工法によって、上流の水害
を防ぐ努力をした。

東大谷川

東大谷川改修護岸工事（掛川市大渕） 昭和初年
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特
集 着々と進んでいく東京オリンピック・パラリンピックへの準備

一般国道 357 号東京湾岸道路
東京港トンネル工事現場を視察‼

2

平成28年12月1日発行

工事の特徴

視察を終えて

工 事 名： 357号東京港トンネル（その２）工事
発 注 者： 国土交通省 関東地方整備局 川崎国道事務所
受 注 者： 大林・鹿島特定建設工事共同企業体
主な工種： 泥土圧シールド工（外径12ｍ） 延長1,315ｍ
 立坑部　発進側：開削工法
  到達側：ニューマチックケーソン
 開削部　（陸上トンネル及びU型擁壁）
 　　　　大井側 延長235ｍ
  臨海副都心側 延長270ｍ 

10月28日に広報委員会（西島正浩広報委員長）は、東京オリン
ピック・パラリンピックに向けた交通網の整備の一つ、一般国道357
号東京湾岸道路東京港トンネルの現場を視察しました。平成28年3
月26日に、臨海副都心側（浦安）から大井側（川崎）への東京港トンネ
ルが開通し、今回視察した現場は、その逆方向の大井側（川崎）から
臨海副都心側（浦安）に向かう東行きの現場です。

■外径φ12ｍシールドトンネルと立坑・掘割部の開削工事
■小土被りのため、トンネル施工時の浮上りの対策が必要
■海面下の高水圧、海面変動、塩害を受ける環境下での施工に加え、沖積粘性土主体の軟弱粘性土層の掘削
■首都高速道路湾岸線（沈埋トンネル）や共同溝・企業洞道等が近接しているため、影響が生じないように配慮する
■工事で使用するシールドマシン（泥土圧シールド掘進機）

■地上発進
①大規模な立坑を省略し、地上から直接坑内にアクセスできるよう立坑・掘進躯体を先行して構築
②後続台車を本掘進同様に牽引しながら掘進することが可能
③地上設備も省力化に加え、資材の搬入や土砂の搬出等も効率的に行うことができる
※地上発進にすることで、一般的な方法で必要となる手間を減らし、大幅な工期短縮に成功

■セグメント等の資材搬入時の効率化
1回の運搬でセグメント1リング分（9ピース）の運搬可能な専用運搬車両「MSV」を配備
車幅が小さく、土砂の搬出車両等が輻輳（ふくそう）する場内において、作業空間の確保が可能になる

今回の視察では、大手建設企業の最先端技術や安全で効率的な施工システムなどを到るところで目にすることができ、とても興
味深くそして新鮮でした。規模の違いこそあるものの、工事を進める上で共通する「どうすれば工程をつめることができるのか」、
「投入する機材や工法はどうか」といった基本的なことについても、もっと深く考えなくてはならないということを改めて気づかされ
ました。その中でも特に印象深かったことは、会社や職種は異なっていてもそこで働いている人同士のコミュニケーションがとても
円滑であると感じたことです。後世に残る品質の高いものを造るという共通の目的と使命感を持った仲間意識が良い人間関係を
形成し、このように明るく活気に満ちた雰囲気を醸し出しているではないかと思いました。
コミュニケーションは、事故防止に、品質の高いものづくりに、そして個々の能力が十二分に発揮できる環境づくりに大変重要な
要素であることを今更ながらに自覚しました。
帰ってからこうした思いを、早速自社の朝礼で話しました。社員の胸にどれほど届いたかわかりませんが、これからも全社員が同

じ目標に向かっている仲間としての交流を大切に、安全で活力ある職場環境を目指して日々努力していくことを心に誓いました。

12.2m

現場事務所にて工事概要の説明

完成形イメージ（大井埠頭付近）

工
事
概
要

運転室 シールドマシン先端部 裏側

地上発進部（立坑・掘進躯体）

現場内状況 緊急避難用シェルター MSV（材料運搬特殊車両）

発進立坑

この部分を先につくる事で、シールド掘進に必要な
設備を準備しておくことができる。
また、掘った土の搬出もダンプで直接運び出すこと
ができる。

今回の視察現場

至川崎至川崎 至浦安至浦安

標準横断図（国道357号自動車専用部・一般部併設区間）

羽
田
空
港
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

シールドトンネル区間1,470m

シールドトンネル区間1,315m

地上発進工法 一般的な工法

至
横
浜

東京湾岸道路の概要

東京港トンネルに期待される整備効果

東京湾岸道路は、横須賀市から横浜市、川崎、東京、千葉、富津に至
る延長約160kmで海岸沿いに主として埋立地を利用した道路です。
（一般国道357号部分は延長約80km）

①交通混雑の緩和
国道357号東京港トンネルが整備されると、首都高速湾岸線の交通が専用部と一般部に分散され、交通の円滑化が期待さ

れます。（現場視察へ行くときに、開通した東京港トンネルを通ってきましたが、トンネル入口付近で見えた反対車線の首都高
速湾岸線は、混雑していました。）
②羽田空港等へのアクセス向上
東京臨海地域は、羽田空港や東京港を中心とする物流施設や工場が集中する地域です。お台場や有明など集客力の高い施
設が多く立地しており、東京港トンネルが整備されると、羽田空港等へのアクセスが向上します。（東京港トンネルルートの利用
と、内陸ルートを比較すると移動時間を約５割短縮できます）
③国際競争力の強化
東京湾岸道路沿線では、「国際コンテナ戦略港湾プロジェクト」や「臨海副都心」などの様々な大規模施設・地域開発が進行中

です。国道357号東京港トンネルが整備されると、東京臨海部の地域開発や空港、港湾等の連携による交通・物流ネットワーク
が構築され、国際競争力の強化が図られます。
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磐
田
市
の
旧
国
道
か
ら
少
し
脇
道
に
入
っ

た
所
に
あ
る「
釜
め
し 

と
ら
や
」さ
ん
で
す
。

創
業
四
十
二
年
、ご
家
族
で
経
営
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。店
名
の『
と
ら
や
』は
、先

代
が
寅
年
の
寅
男
だ
っ
た
か
ら
。ち
な
み
に

二
代
目
大
将
も
息
子
さ
ん
も
寅
年
で
す
。

店
内
は
、テ
ー
ブ
ル
席
と
小
上
が
り
座
敷
、

大
宴
会
が
出
来
る
奥
座
敷
が
あ
り
、ゆ
っ
た

り
と
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
の一番
人
気
は
、「
と
り
釜
め
し
定
食
」

で
す
が
、鰻・カ
ニ・豚
の
角
煮・し
ゃ
け・あ

さ
り・き
の
こ・桜
エ
ビ
な
ど
の
釜
め
し
を
始

め
、丼
ぶ
り
物
や
様
々
な
定
食
が
あ
り
メ

ニュ
ー
も
豊
富
で
す
。

釜
め
し
が
炊
き
上
が
る
ま
で
三
十
分
程
か

か
り
ま
す
が
、蓋
を
開
け
た
時
の
感
動
は
良

い
香
り
と
と
も
に
期
待
を
裏
切
り
ま
せ
ん
。

具
が
沢
山
入
っ
て
お
り
、だ
し
の
き
い
た

釜
め
し
は
ペ
ロ
リ
と
完
食
し
て
し
ま
い
ま
す
。定

食
に
は
お
刺
身
や
サ
ラ
ダ
も
つ
い
て
い
る
の
で
大

満
足
で
す
。

ま
た
、人
の
集
ま
る
席
の
お
料
理
に
役
に
立
ち

た
い
と
仕
出
し
料
理
や
お
弁
当
の
販
売
も
し
て
い

る
よ
う
で
す
。目
的
や
予
算
に
応
じ
て
作
っ
て
く

れ
る
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。

宴
会
料
理
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
忘
新
年
会

に
い
か
が
で
す
か
？

気
さ
く
な
店
主
の
人
柄
と

具
沢
山
の
釜
め
し
が
大
人
気
！

文
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こ
の
社
山
城
は

標
高
百
三
十
メ
ー

ト
ル
の
山
頂
に
あ
っ

て
、四
方
は
切
り

立
っ
た
崖
で
、西
側

は
真
下
を
天
竜
川

の
流
れ
が
洗
い
一
名「
水
巻
城
」と
も
呼
ば
れ
る
天
険

の
要
害
で
し
た
。

そ
の
築
城
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、『
宗
長
日
記
』

他
の
記
録
に
よ
れ
ば
、文
亀
年
間（一
五
〇一〜
〇
三

年
）に
斯
波
氏
と
今
川
氏
と
の
抗
争
の
場
と
な
り
、そ

の
戦
い
で
斯
波
氏
が
敗
れ
た
た
め
今
川
氏
の
支
配
と

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、永
禄
三
年

（一
五
六
〇
年
）の
桶
狭
間
の
戦
い
で
今
川
義
元
が
戦

死
し
、義
元
の
子
氏
真
が
徳
川
氏
と
武
田
氏
と
に
よ
っ

て
領
国
を
逐
わ
れ
今
川
氏
が
没
落
し
た
た
め
、三
河

の
徳
川
氏
の
支
配
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、元
亀

三
年（一
五
七
二
年
）に
武
田
信
玄
が
上
洛
を
企
図
し

遠
州
地
方
に
侵
入
し
た
た
め
、今
度
は
徳
川
氏
と
武

田
氏
と
の
抗
争
の
場
と
な
り
ま
し
た
。天
正
十
年（一

五
八
二
年
）に
武
田
氏
が
滅
亡
し
た
た
め
、城
と
し
て

の
存
在
価
値
が
な
く
な
り
、天
正
十
八
年（一
五
九
〇

年
）に
徳
川
家
康
が
関
東
に
移
封
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、廃
城
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

全
体
の
遺
構
の
保
存
状
態
は
よ
く
、現
在
も
一
の

郭
。二
の
郭
と
、そ
れ
ら
に
付
随
す
る
帯
曲
輪
、堀
切
、

土
塁
等
の
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
案
内
板
よ
り
引
用
）

第
八
回
目
は
、磐
田
市
の「
社
山
城
」を
紹
介
し
ま
す
。

⑧

中
東
遠
の
城
跡
を
訪
ね
る

兵
ど
も
が
夢
の
跡

磐田市社山 社山城跡

工事名称 袋井市夢の丘墓園整備工事
工事場所 袋井市大谷地内  
発 注 者 袋井市長　原田 英之 
設　　計 昭和設計(株) 

整備内容（総整備計画数）
和式墓所 429区画（1,220区画）
芝生墓所 214区画（690区画）
壁型墓所 80区画（395区画）
駐 車 場 30台（100台）
整備計画 （～平成51年度）

袋井市で初の市営墓地です。県事業による太田川浚渫残土を埋め立てた跡地（墓地部分は切り土）を利
用して整備されました。
整備計画数は、和式墓所１，２２０区画、芝生墓所６９０区画、壁型墓所３９５区画の合計２，３０５区画です。
また、墓地を含めたみつかわ夢の丘公園は、平成２９年度末に整備終了しオープンする予定です。

【施設説明】

「袋井市夢の丘墓園」整備工事

工
事
概
要

施 工 者 (株)永井組 区画整備工事
  基盤整備工事
 丸明建設(株) 造成工事
 塚本建設(株) 幹線園路工事
工　　期 平成26年１月～平成27年10月

建設
ステーション

主郭に鎮座する八幡神社 二の曲輪西側土塁

縄張略図縄張略図

小上がり座敷

とり釜めし定食　¥1,080
サラダ、小鉢、みそ汁、漬物付き

和風定食　¥1,944
お刺身、天ぷら、ふたもの、季節のフルーツ付き

法事用料理

1番
人気！

ぶ
ん
き

げ
ん
き

し
ば

え
い
ろ
く

う
じ
ざ
ね

お
び
く
る
わ

お

墓所使用者募集中 ! 詳しくは 袋井市役所　環境政策課まで
 TEL 0538-44-3115

案内板

第１期分
残りわずか

袋井市夢の丘墓園

和式墓所 壁型墓所芝生墓所
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東
京
都
内
で
取
材
研
修
を
行
っ
た
広
報

委
員
会
一
行
は
十
月
二
十
八
日
、地
元
静

岡
三
区
選
出
の
衆
議
院
議
員 

宮
澤
ひ
ろ
ゆ

き
先
生
に
お
会
い
す
る
た
め
新
宿
区
に
あ

る
防
衛
省
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
年
八
月
に
防
衛
大
臣
政
務
官
、内
閣

府
大
臣
政
務
官
に
就
任
し
ご
多
忙
な
中
、

時
間
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。宮
澤
先

生
に
お
会
い
す
る
前
に
秘
書
の
方
か
ら
説

明
を
受
け
な
が
ら
防
衛
省
内
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

宮
澤
先
生
が
選
出
さ
れ
た
静
岡
三
区
と

い
え
ば
、西
は
浜
松
市
、東
は
御
前
崎
市
と

袋
井
建
設
業
協
会
の
活
動
範
囲
と
ほ
ぼ
同

じ
に
な
り
ま
す
。袋
井
建
設
業
協
会
の
管

内
か
ら
、国
を
支
え
る
第
一
線
の
現
場
で

活
躍
さ
れ
る
方
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う

の
は
大
変
、心
強
く
頼
も
し
く
光
栄
に
感

じ
ま
す
。

い
つ
も
と
違
う「
現
場
」を
見
せ
て
い
た

だ
き
、研
修
が
実
り
多
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。宮
澤
先
生
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。広
報
委
員
一
同
、こ
れ

か
ら
の
仕
事
の
糧
に
し
て
い
き
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
N・M
）

「
防
衛
省
訪
問
」

協
会
活
動
報
告
平成28年
7月～10月

7
／
7（
木
） 第
3
回
理
事
会

●
磐
田
農
業
高
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

●
協
会
活
動
報
告
及
び
県
協
会
理
事
会
等
の
結
果
報

　
告（
以
下
同
じ
）

●
道
路
愛
護・河
川
美
化
運
動
の
実
施
計
画

●
熊
本
地
震
に
伴
う
義
援
金
の
拠
出　
ほ
か

9
／
7（
水
） 第
4
回
理
事
会

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ち
お
と
の
方
向
性　

●
静
岡
県・掛
川
市
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加
及
び
建

　
設
業
組
合
に
対
す
る
助
成

●
県
下一斉
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
結
果

●
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練
へ
の
参
加

10
／
11（
火
） 第
5
回
理
事
会

●
道
路・河
川
愛
護
活
動
報
奨
金
の
配
分

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
報
告

●
袋
井
土
木
事
務
所
等
と
の
意
見
交
換
会
テ
ー
マ

●
安
否
コ
ー
ル
徹
底
の
た
め
の
講
演
会
の
開
催

●
道
路
啓
開
実
動
訓
練
へ
の
参
加（
袋
井
市
内
）

●
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
埋
却
地
調
査
の
実
施
状
況

●
献
血
活
動
の
実
施
結
果【
参
加
者
50
名
】

8
／
29（
月
）〜
31（
水
）

　
磐
田
農
業
高
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

　
実
習
生
21
人　
受
入
れ
会
員
企
業
９
社

■
正
副
会
長
会
議

　
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

10
／
3（
月
）

　
袋
井
土
木
事
務
所
長
へ
の
要
望
活
動（
会
長
） 

■
技
術
委
員
会　
土
木
部
会

7
／
28（
木
）

　

第
２
回
技
術
者
講
習
会【
参
加
者
90
名
】

　
講
演「
工
事
評
定・工
事
事
故
に
つ
い
て
」ほ
か
１
件

8
／
4（
木
）

　
第
14
回 

親
子
現
場
見
学
会 【
参
加
者　
親
子
17
組 

34
名
】

　
川
越
火
力
発
電
所「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
移
設
工
事
現
場
ほ
か
」

9
／
13（
火
）〜
10
／
14（
金
）

　

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管
理
監
査
立
会
い（
９
箇
所
）

■
Ｉ
Ｔ
対
策
部
会

7
／
1（
金
）、11（
月
）

　
第
3
回
、第
4
回
Ｉ
Ｔ
講
習
会

　
「i-C

onstruction

に
対
応
す
る
施
工
Ｃ
Ｉ
Ｍ

　
実
践
講
座
」 【
参
加
者
13
名
】

7
／
11（
月
）

　
第
３
回
部
会（
視
察
研
修
の
実
施
に
つ
い
て
）

7
／
6（
水
）

　
堤
防
決
壊
時
の
緊
急
対
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

　
参
加（
国
交
省
）

7
／
19（
火
）

　
西
部
地
域
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
連
絡
会
議

　
（
西
部
危
機
管
理
局
）

8
／
9（
火
）

　
道
路
啓
開
検
討
会
に
向
け
た
勉
強
会「
レ
ン
タ
ル
協

　
会
と
の
意
見
交
換
ほ
か
」（
西
部
危
機
管
理
局
）

8
／
30（
火
）

　
第
１
回
環
境・災
害
対
策
委
員
会「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
ザ
埋
却
地
調
査
、防
災
訓
練
へ
の
参
加
ほ
か
」

8
／
31（
水
）

　
静
岡
県
建
設
業
協
会
県
下一斉
情
報
伝
達
訓
練

　
（
県
協
会
）

9
／
1（
木
）

　
西
部
方
面
本
部
運
営
訓
練
の
参
加

　
「
リ
エ
ゾ
ン
の
派
遣
」（
西
部
危
機
管
理
局
）

■
環
境・災
害
対
策
委
員
会

9
／
4（
日
）

　
平
成
28
年
度
静
岡
県・掛
川
市
総
合
防
災
訓
練
へ
の

　
参
加　
掛
川
エ
リ
ア
、大
東
エ
リ
ア
、大
須
賀
エ
リ
ア

■
安
全
委
員
会

7
／
6（
水
）

　
第
30
回
袋
井
地
区
建
設
業
安
全
大
会【
参
加
者
91
名
】

7
／
8（
金
）

　
平
成
28
年
度 

安
全
研
修
会【
参
加
者
103
名
】

　
安
全
講
話「
現
場
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
」ほ
か
３
件

9
／
15（
木
）

　
三
者
合
同
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル（
磐
田・袋
井・森
地
区
）

　
【
磐
田
労
基
署
、袋
井
土
木
、袋
井
協
会
安
全
委
員
】

9
／
28（
水
）

　
三
者
合
同
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル（
小
笠
地
区
）

　
【
磐
田
労
基
署
、中
遠
農
林
、袋
井
協
会
安
全
委
員
】

9
／
29（
木
）、30（
金
）

　
第
53
回 
全
国
建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会（
名
古
屋
）

10
／
14（
金
）

　
第
43
回 

静
岡
県
建
設
業
労
働
災
害
防
止
大
会

理
事
会

委
員
会
等
報
告

■
中
遠
農
林
事
務
所
長
表
彰

優
良
工
事
部
門

　
㈱
小
原
組（
菊
川
市
）　
中
山
建
設
㈱（
掛
川
市
）

優
良
技
術
者
部
門

　
赤
澤　
勇
次　
㈱
榑
林
組（
掛
川
市
）

　
袴
田　
智
宏　
㈱
大
浜
中
村
組（
掛
川
市
）

　
染
葉　
智
広　
㈱
大
浜
中
村
組（
掛
川
市
）

　
松
下　
　
訓　
岡
田
建
設
㈱（
掛
川
市
）

　
藤
田　
　
健　
㈱
マ
ル
ブ
ン
プ
ロ
テ
ク
ト（
袋
井
市
）

　
中
根　
　
功　
乗
松
建
設
㈱（
磐
田
市
）

安
全
工
事
部
門　
㈱
三
井
組（
御
前
崎
市
）

地
域
貢
献
部
門　
㈱
遠
興（
掛
川
市
）

　
　
　
　
　
　
　
正
光
建
設
㈱（
森
町
）

■
静
岡
県
経
済
産
業
部
長
表
彰

優
良
技
術
者
部
門

　
齋
藤　
一
充　
㈱
三
井
組（
御
前
崎
市
）

■
平
成
28
年
度 

企
業
局
優
良
建
設
工
事
等
表
彰

西
部
事
務
所
長
表
彰　
優
良
工
事
部
門

　
㈱
若
杉
組（
掛
川
市
）　
㈱
鈴
恭
組（
磐
田
市
）

　
㈱
永
井
組（
袋
井
市
）　
塚
本
建
設
㈱（
袋
井
市
）

■
平
成
28
年
度  

建
退
共
制
度
普
及
協
力
者
に
対
す
る

　
静
岡
県
支
部
長
表
彰

　
松
村
建
設
㈱（
磐
田
市
）

■
広
報
委
員
会

8
／
1（
月
） 

会
報「
つ
ち
お
と
第
137
号
」の
発
行

10
／
28（
金
）〜
29（
土
）

　
取
材
研
修「
東
京
湾
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
」

9
／
9（
金
）、30（
金
）

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
埋
却
地
調
査

　
掛
川
市・磐
田
市（
西
部
家
畜
保
健
所
ほ
か
）

表
　
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
の
益
々

の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

平
成
28
年
９
月
15
日
、静
岡
市
産
学
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
28
年
度 

静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
表
彰

　
落
合　
雅
敏　
　
㈱
増
田
組（
御
前
崎
市
）  

　
佐
藤　
信
之　
　
岡
野
建
設
㈱（
森
町
）

■
静
岡
県
交
通
基
盤
部
長
表
彰

優
良
工
事
部
門 

㈱
ア
キ
ヤ
マ（
磐
田
市
） 

優
良
技
術
者
部
門 

鈴
木
良
治　
㈱
ア
キ
ヤ
マ（
磐
田
市
）

安
全
工
事
部
門 

㈱
松
下
組（
掛
川
市
）

■
袋
井
土
木
事
務
所
長
表
彰

土
木
工
事　
優
良
技
術
者
部
門

　
加
藤　
博
光　
正
光
建
設
㈱（
森
町
）

　
片
桐　
丈
嗣　
㈱
大
浜
中
村
組（
掛
川
市
）

　
加
藤　
和
明　
㈱
鈴
恭
組（
磐
田
市
）

　
寺
田　
敏
宏　
平
野
建
設
㈱（
磐
田
市
）

営
繕
工
事　
優
良
工
事
部
門

　
㈱
榑
林
組（
掛
川
市
）

　
石
川
建
設
㈱（
磐
田
市
）

営
繕
工
事　
優
良
技
術
者
部
門

　
戸
島　
隆
造 　
石
川
建
設
㈱（
磐
田
市
）

　
星
野　
順
也 　
石
川
建
設
㈱（
磐
田
市
）

8
／
30（
火
）

　
平
成
28
年
度
第
１
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
部
会「
N
P
O
法
人
つ
ち
お

　
と
の
方
向
性
、公
共
工
事
必
要
箇
所
調
査
の
実
施
方
針
」

9
／
14（
水
）

　
第
６
回 

献
血
活
動　
【
参
加
者
50
名
】

10
／
16（
日
）

　
社
会
貢
献
活
動「
浅
羽
海
岸・松
林
管
理
保
全
活
動
」

　
【
参
加
者
６
名
】

■
総
務・労
務
委
員
会

　
理
事
会
上
程
議
案・報
告
事
項

7
／
22（
金
）

　
第
７
回
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会【
参
加
者
72
名
】

10
／
13（
木
）

　
道
路
啓
開
実
動
訓
練
協
議（
西
部
危
機
管
理
局
）

9
／
26（
月
）

　
第
１
回
静
岡
県
西
部
地
域
道
路
啓
開
検
討
会

　
（
西
部
危
機
管
理
局
）

■「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
部
会
」

7
／
  （
月
）〜
8
／
30（
火
）

　
道
路・河
川
愛
護
活
動（
管
内
４
市
１
町
）

　
【
参
加
企
業・延
163
社　
参
加
人
員・延
475
名
】
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官民合同パトロール

 建設業労働災害防止大会

実施日 9月15日（木）
参加者 9名
 監督署1名・袋井土木1名
 袋井分会安全指導員7名
実施箇所 袋井土木管内2箇所
 袋井・森、磐田地区
 

実施日 9月28日（水）
参加者 8名
 監督署1名・中遠農林3名
 袋井分会安全指導員4名
実施箇所 中遠農林管内2箇所
 小笠地区

すぐ
なおそう！！
すぐ

なおそう！！

全国から4,200名が参加して開催されました。
袋井分会では視察研修を兼ねて分会長はじめ安全委員会メンバー9名
が参加しました。講演では、漫画「島耕作」の作者である弘兼憲史氏が、
「日本を取り巻く環境」について話され、大変参考になる内容でした。中身
の濃い全国大会に参加して、参加者一同改めて安全意識の向上を誓いま
した。

全国大会：9月29日（木）～30日（金） 於：名古屋国際会議場
大会

スローガン 「 予知して 備えて 周知して みんなで築く 安全職場 」

大会
スローガン 「 安全で快適な 職場づくりを目指して 」

「まさかより　もしもで行う危険予知　無事故でつなぐ　年末年始」

県内より276名参加。袋井分会より16名参加しました。
表彰後、労働安全衛生総合研究所中村憲司研究員による「東日本大地震被災地における石綿飛散状況と

ばく露防止対策」の特別講演がありました。まだ、被災地にはがれきが多く、まだまだ復興には時間がかかり
そうです。早期の復興を願います。

静岡県大会：10月14日（金） 於：静岡労政会館

平成28年度年末年始無災害運動　最優秀標語　　　 ※県下各団体から選抜された標語の中より、袋井分会選出の標語が選ばれました。

※今年度より川柳も加わりました。

【事業場賞】 ■（株）永井組
【功  労  賞】 ■（株）アキヤマ　大嶋秋夫
【功  積  賞】 ■乗松建設（株）　宮本洋志　　■（株）マルブンプロテクト　松浦圭吾
【職  長  賞】 ■（株）藤本組　　山崎正好

【佳作】　正光建設（株）　竹下敏雄
支部長表彰
受賞者

平成28年度安全標語入選

【功績賞】
（株）新組　鈴木一郎

本部会長表彰受賞者

大型ダンプの運搬経路と第
三者通行箇所の工事看板が草
木に隠れていたため、刈払い
し、明確にするよう指示した。

昇降設備（セーフティーロッ
ク）の取付け位置が腰よりも低
い位置にあり、効果的でないた
め改善するよう指示した。

海岸沿いの現場で、作業員や
土砂搬入者に現場周辺の「ハ
ザードマップ」が提示されており、
安全意識の高さがうかがえる。

安全掲示板に、イラスト入り
の工事説明が掲示してあり、近
隣住民の方々に工事内容の理
解を求める努力がされていた。

袋井分会　丸明建設（株）　　井谷圭佑
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